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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
パ
リ
大
学U

niversité de Paris
と
王
権
の
関
係
を
一
五
世
紀
末

│
一
六
世
紀
、
特
に
ル
イ
一
二
世
（Louis X

II

、
在
位1498

─1515

）
と
フ
ラ

ン
ソ
ワ
一
世
（François I

、
在
位1515

─47

）
の
治
世
に
重
点
を
置
い
て
論
じ

て
い
く
。
パ
リ
大
学
と
公
権
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
一
二
世
紀

に
お
け
る
教
皇
権
力
の
関
与
を
論
じ
た
大
嶋
誠
の
研
究
が
あ
る）

1
（

。
中
世
お
よ
び

ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
つ
い
て
は
、
ル
・
ゴ
フ
が
整
理
し
て
い
る）

2
（

。
こ
れ
ら
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
半
ば
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
公
権
力
は
大
学
の
「
馴

致
」
を
達
成
し
た
。
大
学
は
官
僚
の
養
成
所
、
あ
る
い
は
政
府
の
下
の
思
想
統

制
機
関
と
な
り
、
世
俗
公
権
力
を
助
け
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
学
生

の
出
自
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
お
よ
び
貴
族
の
出
身
者
が
増
え
て
、
大
学
は
指
導
的
な

社
会
集
団
へ
組
み
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
。

　

西
洋
大
学
史
研
究
の
動
向
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
初
期
の
大
学
史
研

究
者
の
関
心
は
、
大
学
と
い
う
制
度
の
骨
組
み
や
起
源
を
解
明
す
る
こ
と
、
ま

た
は
そ
の
学
問
内
容
を
思
想
史
上
で
位
置
づ
け
る
こ
と
の
二
つ
に
分
か
れ
た
。

こ
の
う
ち
前
者
は
教
書
や
特
許
状
、
大
学
の
規
約
か
ら
大
学
の
組
織
図
や
そ
こ

で
運
用
さ
れ
た
制
度
を
再
構
成
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
代
表
と
も
い
え
る
著
作

が
ラ
シ
ュ
ド
ー
ル
『
大
学
の
起
源）

3
（

』
だ
。

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
大
学
史
に
社
会
史
的
観
点
が
持
ち
込
ま
れ
る
と
、
入

学
登
録
者
、
学
生
の
出
身
地
・
出
身
階
層
、
大
学
出
身
者
の
経
歴
な
ど
の
計
量

的
な
分
析
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
っ
ぱ
ら
中
世
に
注
が
れ
て
い
た
関
心

も
、
よ
り
後
の
時
代
を
扱
う
こ
と
が
試
み
ら
れ
た）

4
（

。
近
年
で
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・

ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
が
「
学
識
者gens de savoir

」
の
層
が
中
世
末
期
に
果
た
し
た
役

割
を
考
察
し
、
そ
の
文
化
が
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
人
文
主
義
者
へ
継
承
さ
れ
て
お

り
、
両
者
の
間
に
断
絶
は
な
い
と
述
べ
て
い
る）

5
（

。

　

し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
大
学
史
研
究
は
、
今
な
お
中
世
大
学
の
研
究
と
ほ

ぼ
同
義
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
パ
リ
大
学
特
権
選
集
』（R

ecueil des 

privilèges de l’université de Paris., Paris, 1674.

）
を
主
要
な
史
料
と
し
て
一

五
世
紀
│
一
六
世
紀
を
連
続
し
た
視
点
で
辿
っ
て
い
く
こ
と
を
試
み
た
。
同
書

〈
論
説
〉

一
五
世
紀
末
│
一
六
世
紀
に
お
け
る
パ
リ
大
学
の
特
権

│
王
権
と
の
関
係
に
着
目
し
て
│

五

島

静

夏
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100

に
は
パ
リ
大
学
の
成
立
時
か
ら
ル
イ
一
四
世
期
ま
で
に
発
給
さ
れ
た
パ
リ
大
学

の
特
権
に
関
す
る
勅
書
・
教
書
・
判
決
等
の
文
書
が
歴
史
叙
述
と
と
も
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
特
権
の
内
容
に
即
し
て
分
類
し
た
章
立
て
と
な
っ
て
お
り
、
特

別
受
審
権
、
義
務
免
除
、
教
皇
特
権
管
理
裁
判
官
、
国
王
特
権
管
理
裁
判
官
、

羊
皮
紙
、
ラ
ン
デ
ィ
の
大
市
、
紙
の
七
章
構
成
で
あ
る
。
羊
皮
紙
・
紙
に
関
し

て
は
、
本
稿
で
は
「
書
物
を
め
ぐ
る
問
題
」
と
し
て
一
つ
の
章
に
ま
と
め
て
取

り
扱
う
。第

一
章　

特
別
受
審
権

（
1
）
パ
リ
大
学
の
自
律
性

　

パ
リ
大
学
が
享
受
し
た
特
権
の
な
か
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
特
別
受
審
権

com
m

ittim
us

で
あ
っ
た
。
大
学
は
こ
の
権
利
に
よ
っ
て
、
教
会
裁
判
権
に
保

護
さ
れ
世
俗
権
力
の
支
配
か
ら
逃
れ
た
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
特
権
な
の
か
。
近
世
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
王
権
の
司

法
機
関
と
し
て
は
ま
ず
高
等
法
院Parlem

ent

が
あ
り
、
パ
リ
高
等
法
院
を
頂

点
に
複
数
の
地
方
高
等
法
院
が
存
在
す
る）

6
（

。
そ
の
下
級
審
が
バ
イ
イ
裁
判
所

baillages

、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所prévôtés

で
あ
る
。
た
だ
し
パ
リ
の
場
合
は
バ

イ
イ
裁
判
所
が
存
在
せ
ず
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
に
あ
た
る
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所

châtelet

が
高
等
法
院
の
直
接
の
下
級
裁
判
所
と
な
っ
て
い
る）

7
（

。

　

通
常
の
特
別
受
審
権
と
は
、
こ
れ
ら
の
下
級
審
を
省
略
し
て
高
等
法
院
へ
裁

判
を
移
送
す
る
権
利
を
指
す
。
特
別
受
審
権
を
与
え
ら
れ
た
者
は
自
身
が
当
事

者
と
な
っ
た
訴
訟
を
、
高
等
法
院
の
特
別
申
請
室R

equêtes du Palais

あ
る

い
は
宮
内
裁
判
所requêtes de l ’H

ôtel

に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
た）

8
（

。
た
だ
し

本
稿
で
扱
う
パ
リ
大
学
の
特
別
受
審
権
に
つ
い
て
は
、
裁
判
の
移
送
先
は
高
等

法
院
で
は
な
く
、
教
皇
特
権
管
理
裁
判
官conservateur apostolique

の
開
く

法
廷
で
あ
る
。

　

こ
の
裁
判
官
の
存
在
こ
そ
、
大
学
が
享
受
し
た
自
治
権
の
要
で
あ
る
。
一
二

〇
〇
年
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
の
特
許
状
お
よ
び
そ
の
後
の
教
皇
勅
書
に
よ
っ
て
、

パ
リ
の
学
生
と
教
授
は
パ
リ
司
教évêque

と
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
参
事
会

の
大
法
官chancelier

の
管
轄
下
に
置
か
れ
る
こ
と
で
国
王
役
人
の
干
渉
を
免

れ
た
。
大
学
に
と
っ
て
の
こ
の
選
択
の
魅
力
は
安
全
、
お
よ
び
聖
職
禄
を
保
証

さ
れ
る
点
に
あ
る
。
更
に
大
学
は
司
教
お
よ
び
大
法
官
に
対
し
て
自
律
的
な
組

織
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た）

9
（

。
大
法
官
ら
と
の
対
立
は
パ
リ
大
学
側
の
勝
利
に

終
わ
り
、
大
法
官
と
司
教
の
権
力
は
次
第
に
弱
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

教
皇
と
王
は
大
学
に
よ
る
自
由
の
獲
得
に
寛
容
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
教
皇

に
よ
っ
て
大
学
の
特
権
侵
害
を
扱
う
臨
時
の
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
が
常

設
化
し
特
権
管
理
裁
判
官
の
法
廷
と
な
る）

10
（

。
当
初
は
教
皇
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ

て
い
た
裁
判
官
だ
が
、
一
二
六
六
年
以
降
は
近
隣
地
域
の
ボ
ー
ヴ
ェB

eauvais

、

モ
ーM

eaux

、
サ
ン
リ
スSenlis

の
司
教
の
な
か
か
ら
大
学
の
代
表
に
よ
っ
て

選
出
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
特
権
管
理
裁
判
官
は
副
管
理
裁
判
官vecegerent

、
書
記

scribe

な
い
し
書
記
官greffier

、
検
察
官prom

oteur

、
公
証
人notaires

と

特
別
書
記
官greffier particulier

を
任
命
し
、
大
学
に
宣
誓
す
る）

12
（

。
彼
ら
は
定

期
的
に
、
大
学
総
会
の
行
わ
れ
る
マ
テ
ュ
ラ
ン
修
道
院C

ouvent des 

M
athurins

で
法
廷
を
開
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
パ
リ
大
学
は
教
皇
に
対
し
て
自
律
性
を
保
持
す
る
こ
と
に
努

め
て
い
た
。
同
時
に
、
教
会
が
分
裂
し
て
以
降
の
公
会
議
や
フ
ラ
ン
ス
国
内
の

全
国
三
部
会É

tats généraux

に
参
加
し
て
政
治
的
な
役
割
を
も
果
た
そ
う
と

し
た
。
特
に
公
会
議
に
つ
い
て
、
大
学
は
教
会
全
体
の
意
見
を
代
表
す
る
公
会
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議
が
教
皇
に
対
し
て
優
位
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
教
皇
を
頂
点
と
す
る
教
会

の
中
央
集
権
体
制
に
抵
抗
し
た
。
一
四
三
八
年
の
ブ
ー
ル
ジ
ュ
の
国
事
詔
書

Pragm
atique Sanction de B

ourges

は
、
こ
の
よ
う
な
公
会
議
主
義
を
支
持
す

る
こ
と
を
王
権
が
表
明
し
た
う
え
に
、
大
学
に
非
常
に
有
利
な
権
利
を
認
め
た
。

司
教
は
学
士
た
る
聖
職
者clercs gradués

に
、
下
位
聖
職
者
に
授
与
す
る
聖

職
禄
の
三
分
の
一
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た）

13
（

。
ま
た
、
高
位
聖
職
者
は
選
挙
に

よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
、
教
会
の
自
由
の
獲
得
と
い
う
点
で
の
成
果

も
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
活
動
に
携
わ
っ
た
司
教
が
大
学
の
特
権
保
護
の
役

に
就
い
て
い
た
例
も
見
ら
れ
る）

14
（

。

（
2
）
特
権
の
認
証

　

ル
イ
一
二
世
が
パ
リ
大
学
の
制
度
改
革
に
着
手
し
た
の
は
、
一
四
九
八
年
に

即
位
し
て
ひ
と
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
王
が
早
々
に
大
学
に
目
を
付
け
た

背
景
に
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

百
年
戦
争
末
期
に
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
派
の
味
方
と
な
っ
た
パ
リ
大
学
で
あ
っ
た

が
、
戦
争
が
終
結
す
る
と
そ
の
権
利
を
制
限
さ
れ
て
い
く
。
大
き
な
変
化
は
、

一
四
四
六
年
に
高
等
法
院
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
ル
ル
七

世
か
ら
ル
イ
一
二
世
ま
で
の
間
に
、
パ
リ
大
学
は
王
権
に
よ
っ
て
そ
の
特
権
を

縮
小
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
王
が
企
図
し
た
教
皇
特
使
エ
ト
ゥ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
の

ギ
ヨ
ー
ムG

uillaum
e d ’E

stouteville

の
大
学
改
革
は
、
寄
宿
制
度
を
強
化
し

て
大
学
内
の
風
紀
を
正
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
大
学
が
「
王
の
娘fille du roi

」
あ
る
い
は
「
長
女fille prem

ière 

née

」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
権
威
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

パ
リ
大
学
は
国
王
葬
儀
や
入
市
式
な
ど
の
国
王
儀
礼
に
参
加
し
、
社
会
秩
序
を

可
視
化
し
た
行
列
の
な
か
で
司
教
と
並
ぶ
ほ
ど
の
位
置
を
占
め
た
。
こ
う
し
た

儀
式
に
お
け
る
上
席
争
い
の
記
録
も
数
多
く
存
在
す
る）

15
（

。

　

ル
イ
一
二
世
即
位
後
の
入
市
式
に
お
け
る
パ
リ
大
学
の
特
権
認
証
を
見
て
み

よ
う
。
入
市
式
は
一
四
世
紀
に
生
ま
れ
、
都
市
の
諸
特
権
と
自
由
の
保
護
を
王

が
約
束
し
、
都
市
は
王
へ
の
忠
誠
を
誓
う
こ
と
で
両
者
の
関
係
を
維
持
・
強
化

す
る
機
能
が
あ
っ
た
。
シ
ャ
ル
ル
六
世
の
治
世
か
ら
は
「
い
と
も
キ
リ
ス
ト
教

的
な
る
王le roi très chrétien

」
と
い
う
称
号
が
登
場
し
、
入
市
式
は
宗
教
的

性
格
を
帯
び
た
。
聖
体
の
上
に
置
く
天
蓋
を
掲
げ
、
国
王
の
聖
性
と
正
統
性
を

視
覚
的
に
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

16
（

。
入
市
式
に
限
ら
ず
、
中
世
末
期
の

国
王
儀
礼
は
王
を
神
聖
化
す
る
方
向
で
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

パ
リ
大
学
も
ま
た
、
特
権
を
願
い
出
る
団
体
の
一
つ
で
あ
る
。
大
学
役
員
は

王
に
対
し
て
挨
拶
と
お
辞
儀
を
し
た
あ
と
、「
彼
ら
は
余
に
対
し
て
つ
つ
ま
し

く
、
こ
れ
に
基
づ
き
恩
寵
と
恵
与
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
た）

17
（

」。
ル
イ
一

二
世
は
「
大
学
お
よ
び
下
役
か
ら
多
く
の
形
で
生
じ
発
せ
ら
れ
た
聖
な
る
教
義

と
善
、
利
益）

18
（

」
の
た
め
に
大
学
に
対
し
て
愛
情
を
持
っ
て
お
り
、「
と
り
わ
け

こ
れ
に
関
し
て
先
王
ら
の
賞
賛
す
べ
き
徳
義
と
功
績
が
続
く
こ
と
を
望
む
し
、

余
の
娘
の
嘆
願
と
要
求
に
寛
大
に
も
応
え
よ
う
と
し
て
い
る）

19
（

」
と
い
う
。

　

王
は
「
全
て
の
、
そ
し
て
個
々
の
前
記
特
権
、
自
由
権
、
自
主
権
、
権
利
、

慣
習
、
し
き
た
り
は
、
余
の
先
王
に
よ
っ
て
パ
リ
大
学
と
そ
の
下
役
・
奉
公
役

へ
与
え
ら
れ
、
承
認
さ
れ
、
引
き
継
が
れ
、
認
証
さ
れ
る）

20
（

」
と
宣
言
し
、
以
下

に
述
べ
る
王
国
各
地
の
王
権
官
僚
に
対
し
て
大
学
の
持
つ
諸
特
権
の
尊
重
を
求

め
た
。

　

こ
こ
で
命
令
を
受
け
た
王
権
機
構
の
第
一
は
高
等
法
院
お
よ
び
最
高
法
院

échiquier

で
あ
る
。
当
時
の
高
等
法
院
は
パ
リ
、
デ
ィ
ジ
ョ
ンD

ijon

、
ボ
ル
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ド
ーB

ordeaux

、
ト
ゥ
ル
ー
ズT

oulouse

、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ルG

renoble

の
五

カ
所
に
あ
り
、
加
え
て
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ーN

orm
andie

に
巡
回
法
廷
と
し
て

最
高
法
院
が
存
在
し
た
。

　

五
つ
の
高
等
法
院
は
、
一
五
世
紀
半
ば
以
降
に
、
既
存
の
司
法
組
織
が
王
権

機
構
へ
転
換
さ
れ
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
っ
た）

21
（

。
一
三
世
紀
に
王
領
と
な
っ
た

ト
ゥ
ル
ー
ズ
で
は
、
地
元
の
三
身
分
の
嘆
願
に
よ
っ
て
一
四
四
三
年
に
高
等
法

院
の
設
立
が
決
定
し
た
。
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
は
当
地
の
司
法
機
関
ド
ー
フ
ィ
ネ

顧
問
会Conseil delphinal
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
時
代
の
裁

判
組
織
を
再
編
し
て）

22
（

高
等
法
院
が
置
か
れ
た
。
ボ
ル
ド
ー
高
等
法
院
の
設
立
経

緯
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
領
時
の
裁
判
組
織
を
ど
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
司
法

組
織
へ
再
編
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
最
高
法
院

に
つ
い
て
も
、
一
四
九
九
年
四
月
に
ル
ー
ア
ン
へ
固
定
さ
れ
ル
ー
ア
ン
高
等
法

院
の
下
地
と
な
る
。

　

次
い
で
史
料
に
現
れ
る
の
は
財
務
官
僚
で
あ
る
。
会
計
院Cham

bre des 

Com
ptes

の
役
人
、
財
務
官T

résorier

、
そ
し
て
租
税
総
監
督
官général des 

finances

が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

財
務
官
は
王
領
地
か
ら
の
収
入
確
保
・
支
出
監
理
な
ど
経
営
管
理
を
業
務
と

し
、
王
領
地
を
四
分
割
し
た
管
区
に
各
一
名
が
配
置
さ
れ
た
。
租
税
院
は
租
税

に
関
す
る
財
政
面
・
司
法
面
の
実
務
を
担
当
し
、
そ
の
総
監
督
官
は
各
徴
税
区

の
徴
税
役
人
を
監
督
す
る
。
彼
ら
は
組
織
図
上
は
国
王
諮
問
会
議
の
下
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
期
以
降
、
一
五
二
三
年
に
国
庫
財
務
局

T
résor de l ’É

pargne

が
創
設
さ
れ
る
ま
で
、
王
国
財
政
を
管
理
す
る
事
実
上

の
専
門
家
集
団
と
し
て
機
能
し
た
。

　

最
後
に
各
地
の
セ
ネ
シ
ャ
ルSénéchal

と
バ
イ
イB

ailli

、
そ
し
て
パ
リ
奉

行
が
命
令
の
対
象
と
な
っ
た
。
本
来
は
セ
ネ
シ
ャ
ル
と
バ
イ
イ
の
下
位
に
属
す

る
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
で
あ
る
パ
リ
奉
行
が
こ
こ
で
同
等
に
並
ん
で
い
る
の
は
、

パ
リ
に
は
バ
イ
イ
に
相
当
す
る
裁
判
所
が
存
在
せ
ず
、
パ
リ
高
等
法
院
が
直
接
、

パ
リ
奉
行
の
上
級
裁
判
所
の
位
置
に
来
る
た
め
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
各
々
が
当
地
の
組
織
を
母
体
に
持
つ
も
の
を
多
く
含
む
諸

集
団
に
対
し
て
、
王
権
は
パ
リ
大
学
の
特
権
を
損
な
わ
な
い
よ
う
命
じ
た
。
多

様
な
地
方
組
織
を
束
ね
る
た
め
、
パ
リ
大
学
が
添
え
る
聖
性
を
王
権
は
必
要
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
特
別
受
審
権
の
改
革

　

ル
イ
一
二
世
は
入
市
式
の
翌
月
に
さ
っ
そ
く
特
別
受
審
権
に
関
す
る
規
定
を

公
布
し
、
パ
リ
大
学
の
改
革
に
着
手
す
る
。
以
下
は
そ
の
前
文
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
特
権
の
下
、
こ
れ
に
庇
護
さ
れ
、
か
つ
て
、
学
生
で
は
な
い
の

に
そ
う
自
称
す
る
者
と
同
様
、
当
該
大
学
の
教
師
お
よ
び
学
生
に
よ
っ
て
、

数
多
く
の
民
衆
に
対
す
る
乱
用
、
悪
事
、
余
の
臣
民
の
迫
害
が
行
わ
れ
た
。

同
じ
く
、
証
明
書
な
い
し
保
護
に
よ
っ
て
彼
ら
が
実
行
し
た
し
実
行
し
て

い
る
教
皇
お
よ
び
国
王
の
特
権
管
理
裁
判
官
へ
の
召
喚
な
い
し
移
送
は
、

余
の
臣
民
を
そ
の
通
常
の
裁
判
権
の
外
に
置
い
て
い
る
し
、
不
当
な
所
業

を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
余
の
臣
民
の
救
済
の
た
め
に
命
令
を

与
え
る
こ
と
が
適
切
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
余
は
当
該
大

学
内
の
し
か
る
べ
き
職
務
を
維
持
し
、
余
の
臣
民
に
対
す
る
不
当
な
乱
用
、

抑
圧
、
迫
害
が
止
ま
る
権
力
を
望
む
も
の
で
あ
る）

23
（

。
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103　　一五世紀末─一六世紀におけるパリ大学の特権
　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
王
令
が
公
布
さ
れ
た
理
由
は
大
学
の
教
師
と
学
生
、
ま
た

そ
の
身
分
を
騙
る
者
に
よ
っ
て
特
権
が
乱
用
さ
れ
民
衆
が
迫
害
さ
れ
る
こ
と
に

あ
る
と
い
う
。
都
市
の
住
民
と
学
生
の
衝
突
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
居
酒

屋
で
の
学
生
の
喧
嘩
や
殺
傷
、
国
王
葬
儀
に
お
け
る
上
席
権
を
め
ぐ
る
乱
闘
な

ど
、
騒
動
の
程
度
や
当
事
者
の
階
層
は
様
々
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
暴
力
沙
汰
を
予
防
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
学
生
生
活
の
規
律
化
も
、

一
五
世
紀
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
象
で
あ
る
。
一
四
五
二
年
、
王
の

企
図
に
よ
っ
て
枢
機
卿
エ
ト
ゥ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
が
大
学
内
部
の
規
律
化
を
進
め
る

改
革
を
行
い
、
学
生
た
ち
は
学
寮collège

な
い
し
教
育
私
寮pédagogie

へ
の

居
住
を
義
務
付
け
ら
れ
、
転
出
は
禁
じ
ら
れ
た）

24
（

。
一
四
九
八
年
の
規
定
に
も
、

こ
の
点
に
関
す
る
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
学
生
は
六
ヶ
月
以
上
大
学
内
に

居
住
し
な
け
れ
ば
大
学
の
成
員
の
資
格
を
認
め
ら
れ
ず
、
特
別
受
審
権
を
行
使

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う）

25
（

。
六
ヶ
月
と
は
、
学
寮
に
入
っ
て
か
ら
学
生
の

身
分
証
明
書
を
獲
得
で
き
る
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
こ
の
書
類
を
手
に
し
た
と

た
ん
、
学
寮
を
出
て
い
く
学
生
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。

　

一
四
九
八
年
の
規
定
は
右
の
条
項
に
加
え
、
以
下
の
よ
う
に
特
別
受
審
権
を

行
使
す
る
た
め
の
条
件
や
違
反
し
た
場
合
の
処
置
を
定
め
て
い
る
。
ま
ず
、
身

分
証
明
書
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
大
学
で
日
々
学
問
を
修
め
て
い
な
け
れ
ば

学
生
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
各
学
部
に
定
め
ら
れ
た
在
学
期
間
を
守
る
こ
と）

26
（

。

学
生
身
分
を
詐
称
す
る
者
が
特
権
管
理
裁
判
官
下
で
起
こ
し
た
訴
訟
は
、
そ
の

者
が
主
張
す
る
権
利
と
と
も
に
撤
回
さ
れ
る
。
被
告
は
行
程
が
四
日
を
超
え
る

距
離
か
ら
の
召
喚
に
は
応
じ
な
い
。
大
部
分
は
エ
ト
ゥ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
の
改
革
の

再
確
認
だ
が
、
在
学
期
間
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
降
、
留
年
が
認
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

　

翌
年
、
ル
イ
一
二
世
は
特
権
管
理
裁
判
官
の
管
轄
に
つ
い
て
も
国
王
宣
言
で

規
定
を
設
け
た
。
彼
は
特
権
管
理
裁
判
官
が
「
通
常
裁
判
官
で
あ
る
か
の
よ
う

に
し
て
、
余
の
聖
な
る
父
で
あ
る
教
皇
の
ご
と
き
裁
判
権
を
不
当
に
得
て）

27
（

」
い

る
と
述
べ
、
ま
た
大
学
の
下
役
に
つ
い
て
も
特
別
受
審
権
を
濫
用
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
エ
ト
ゥ
ー
ト
ヴ
ィ
ル
が
定
め
た
改
革
に
反
し
て
い
る
と
言
及
し
た
。

特
別
受
審
権
と
は
民
事
事
件
に
お
い
て
の
み
行
使
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
が
、
特

権
管
理
裁
判
官
は
大
司
教
区
お
よ
び
司
教
区
内
で
起
き
た
刑
事
事
件
、
そ
し
て

聖
職
者
、
結
婚
、
秘
跡
に
関
す
る
問
題
と
い
っ
た
教
会
裁
判
領
域
の
事
件
を
裁

い
て
い
た
。
ル
イ
一
二
世
は
自
身
に
つ
い
て
「
な
ぜ
な
ら
ば
、
余
は
聖
俗
を
問

わ
ず
当
該
下
役
と
余
の
他
の
臣
民
の
保
護
者
で
あ
り
、
庇
護
者
で
あ
り
、
擁
護

者
で
あ
る）

28
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
問
題
に
関
心
を
示
し
、
解
決
へ

導
く
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
う
。

　

一
四
九
九
年
に
制
定
さ
れ
た
内
容
は
六
項
目
か
ら
成
る
が
、
エ
ト
ゥ
ー
ト
ヴ

ィ
ル
の
改
革
で
定
め
ら
れ
た
規
則
や
在
学
期
間
の
遵
守
な
ど
、
前
年
の
も
の
と

重
な
る
部
分
も
あ
る
。
前
年
の
規
定
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
新
し
く
組
み
込
ま
れ
た
の
は
、
規
則
の
対
象
を
学
生
か
ら
大
学
の

下
役
ま
で
広
げ
た
点
、
そ
し
て
教
会
裁
判
権
の
侵
犯
を
禁
じ
る
点
の
二
点
で
あ

る
。
特
に
後
者
は
結
婚
や
施
療
院
に
関
す
る
問
題
を
扱
う
こ
と
を
特
権
管
理
裁

判
官
に
禁
じ
た
ほ
か
、
証
言
命
令
の
行
使
に
も
触
れ
て
い
る
。
証
言
命
令
と
は
、

刑
事
訴
訟
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
世
俗
裁
判
権
が
証
言
命
令
書
を
発
行
し
、

教
会
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
証
言
を
、
小
教
区
教
会église 

paroissiale
の
日
曜
の
ミ
サ
後
に
会
衆
に
求
め
る
と
い
う
制
度
で
あ
る）

29
（

。
聖
俗

の
裁
判
権
が
錯
綜
す
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
教
会
裁
判
権
の
濫
用
を
恐
れ
る
高

等
法
院
に
よ
っ
て
警
戒
さ
れ
た
。
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以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
パ
リ
大
学
の
改
革
は
か
つ
て
王
権
が
エ
ト
ゥ
ー

ト
ヴ
ィ
ル
を
経
由
し
て
行
っ
た
内
部
の
規
律
化
を
、
ル
イ
一
二
世
が
大
学
の
庇

護
者
と
し
て
直
接
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
変
化
は
、
王
権
が
大

学
に
干
渉
す
る
力
が
、
パ
リ
大
学
が
高
等
法
院
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
一
四
四

六
年
か
ら
半
世
紀
を
か
け
て
漸
進
的
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

加
え
て
大
学
は
一
四
九
九
年
に
「
講
義
停
止
権cessatio

」
を
喪
失
し
、
上

位
権
力
に
抵
抗
す
る
手
段
を
失
っ
た
。
講
義
停
止
権
と
は
市
当
局
や
教
皇
へ
の

抗
議
と
し
て
、
大
学
の
教
師
・
学
生
が
講
義
を
停
止
す
る
、
あ
る
い
は
都
市
を

離
れ
る
と
い
っ
た
行
動
に
出
る
権
利
で
あ
り
、
こ
の
特
権
の
制
限
に
対
し
て
講

義
停
止
し
た
の
が
最
後
と
な
っ
た
。
講
義
停
止
を
続
け
る
こ
と
が
王
の
怒
り
を

買
っ
て
い
る
と
見
て
取
っ
た
大
学
の
使
節
の
判
断
で
、
パ
リ
大
学
は
前
述
の
規

定
を
承
諾
し
た
の
で
あ
る）

30
（

。

　

こ
う
し
て
特
別
受
審
権
と
い
う
大
学
の
自
治
権
の
要
は
、
世
俗
権
力
か
ら
大

学
を
守
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
世
俗
権
力
と
の
関
係
を
尊
重
す
る
こ
と
で

獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
五
一
五
年
一
月
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
が
即
位
す
る
と
、
翌
月
に
パ
リ
へ
の

入
市
式
が
行
わ
れ
た
。
大
学
は
か
つ
て
国
王
が
大
学
に
対
し
て
個
々
に
認
め
た

特
権
を
一
括
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
求
め
た）

31
（

。
個
々
の
特
権
と
は
シ
ャ
ル
ル
五

世
が
一
三
六
六
年
に
認
め
た
聖
職
禄
所
有
者
に
対
す
る
税
の
免
除
お
よ
び
特
別

受
審
権
、
一
四
八
八
年
の
シ
ャ
ル
ル
八
世
に
よ
る
大
学
の
下
役
の
定
員
、
ル
イ

一
二
世
が
一
五
一
三
年
に
定
め
た
書
物
の
通
関
税
の
免
除
の
三
点
で
あ
る
。
史

料
は
一
五
一
五
年
四
月
付
け
と
な
っ
て
お
り
、
請
願
が
行
わ
れ
て
か
ら
過
去
の

記
録
を
確
認
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

国
王
は
パ
リ
大
学
の
持
つ
「
純
粋
か
つ
清
廉
か
つ
完
全
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰

の
い
と
も
聖
な
る
教
義
と
、
全
て
の
学
問
の
真
の
輝
き
と
光
明）

32
（

」
そ
し
て
「
大

き
く
、
か
つ
広
く
、
大
学
か
ら
出
て
い
き
、
余
の
王
位
、
王
国
、
領
地
、
王
国

外
の
他
の
場
所
へ
到
達
す
る
、
他
の
貴
重
な
成
果
と
数
え
き
れ
な
い
善）

33
（

」
の
た

め
に
、
特
権
を
承
認
し
た
。

　

し
か
し
翌
年
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
が
教
皇
と
の
間
に
締
結
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

の
政
教
条
約Concordat de B

ologne

は
、
大
学
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
教
会
を
大

き
く
揺
さ
ぶ
る
。
一
四
三
八
年
の
ブ
ー
ル
ジ
ュ
の
国
事
詔
書
以
来
、
司
教
の
選

出
は
聖
堂
参
事
会
の
選
挙
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
司
教
は
聖
職
禄
授
与
権

を
持
ち
、
聖
職
禄
の
三
分
の
一
を
「
学
士
た
る
聖
職
者
」、
す
な
わ
ち
大
学
の

教
師
た
ち
に
確
保
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
し
か
し
政
教
条
約
が
結
ば
れ
れ

ば
、
司
教
や
大
修
道
院
長
な
ど
の
高
位
聖
職
者
の
任
命
を
国
王
が
、
承
認
を
教

皇
が
行
う
こ
と
に
な
る
。
教
皇
を
尊
重
す
る
形
を
と
っ
て
は
い
た
が
、
王
に
よ

る
フ
ラ
ン
ス
教
会
の
掌
握
を
意
味
す
る
条
約
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

政
教
条
約
へ
の
風
当
た
り
に
つ
い
て
は
、
そ
の
登
記
が
一
五
一
八
年
ま
で
実

行
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
が
抵
抗
の
度
合
い
を
示
し
て
い
る
。
聖
職
者
の
み
な
ら

ず
高
等
法
院
も
国
事
詔
書
の
尊
重
を
主
張
し
て
お
り
、
王
は
二
度
も
命
令
を
出

し
て
登
記
を
強
行
し
た
。
パ
リ
大
学
に
は
総
長
の
名
前
で
檄
文
を
貼
り
出
す
抵

抗
者
も
現
れ
、
印
刷
を
請
け
負
っ
た
業
者
も
含
め
、
犯
人
捜
し
が
行
わ
れ
た）

34
（

。

し
か
し
大
学
は
、
離
散
と
い
う
抗
議
手
段
を
す
で
に
失
っ
て
い
る
。
王
に
思
想

問
題
に
関
す
る
助
言
な
ど
は
で
き
て
も
、
そ
れ
を
強
制
す
る
力
は
パ
リ
大
学
に

は
な
か
っ
た
。
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第
二
章　

義
務
免
除

（
1
）
税
の
免
除

　

本
章
で
は
税
・
夜
回
り
な
ど
の
義
務
を
免
除
さ
れ
る
特
権
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
一
五
世
紀
末
│
一
六
世
紀
に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
戦
争
（
一
四
九
四

│
一
五
五
九
年
）
を
背
景
と
し
て
王
権
が
諸
都
市
か
ら
の
徴
税
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
ま
た
、
戦
時
下
と
い
う
非
常
事
態
に
お
い
て
、
都
市
防
衛
・
治
安
維
持

へ
の
民
衆
の
関
心
も
高
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
た
パ
リ
市
当
局
と

大
学
の
あ
い
だ
に
は
、
こ
の
特
権
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
が
生
じ
、
そ
の
度
に
大
学

は
王
権
へ
特
権
の
確
認
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

政
府
が
戦
争
費
用
を
賄
う
た
め
に
行
っ
た
の
は
、
諸
団
体
に
対
す
る
課
税
、

お
よ
び
租
税
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
集
権
的
な
行
政
改
革
で
あ
っ
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
一
五
二
三
年
の
国
庫
財
務
局
の
設
置
で
あ
る
。
王
権
は
そ
れ

ま
で
複
数
の
金
庫
に
分
散
し
て
い
た
金
銭
の
流
れ
を
、
こ
の
再
編
に
よ
っ
て
一

元
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
財
務
行
政
を
担
っ
て
き
た
租
税
監
督
官
と
財
務

官
の
権
限
は
縮
小
さ
れ
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
官
職
の
国
庫
財
務
官T

résorier 

de l ’É
pargne

が
出
納
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
五
一
二
年
四
月
、
ル
イ
一
二
世
は
イ
タ
リ
ア
遠
征
の
費
用
と
し
て
パ
リ
市

へ
四
万
リ
ー
ヴ
ル
を
求
め
た
。
市
参
事
会
は
街
区
長
、
各
街
区
の
名
望
家
と
の

討
議
、
王
権
と
の
交
渉
を
経
て
、
最
終
的
に
三
万
リ
ー
ヴ
ル
で
こ
れ
を
引
き
受

け
る）

35
（

。
パ
リ
市
は
市
民
か
ら
徴
収
し
た
税
で
こ
の
金
額
を
工
面
す
る
こ
と
に
し

た
。
翌
年
の
四
月
、
書
籍
商
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
の
下
役
は
こ
の
税
を
免
除

さ
れ
る
と
い
う
国
王
宣
言
が
公
布
さ
れ
る
。
大
学
宣
誓
書
籍
商
ら
が
、
不
当
に

も
税
の
徴
収
が
あ
っ
た
と
王
に
訴
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
パ
リ
に
お
け
る
直
接
税
の
徴
収
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
述
べ

て
お
こ
う
。
税
の
割
り
当
て
は
、
市
参
事
会
が
パ
リ
市
内
に
一
六
あ
る
街
区
の

代
表
と
と
も
に
決
定
す
る
。
中
世
に
民
兵
組
織
を
結
成
す
る
単
位
と
し
て
発
生

し
た
街
区
と
い
う
制
度
は
一
六
世
紀
に
お
い
て
も
徴
税
や
選
挙
に
利
用
さ
れ
、

王
権
が
都
市
民
の
意
志
を
く
み
上
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る）

36
（

。
市

参
事
会
は
税
の
徴
収
を
決
定
す
る
と
、
街
区
長
お
よ
び
そ
の
下
位
区
分
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
中
街
区
長cinquantenier

、
小
街
区
長dixinier

）
37
（

と
、
各

小
街
区
の
名
望
家
二
名
を
招
集
し
た）

38
（

。
彼
ら
は
小
街
区
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
住

民
と
滞
在
者
の
名
簿
を
用
意
し
、
こ
こ
か
ら
税
を
負
担
す
る
能
力
の
な
い
者
を

除
い
て
い
っ
た
。
パ
リ
の
行
政
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
同
士
に
緊
密
な
つ
な
が
り

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
役
職
者
や
名
望
家
が
住
民
の
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
い
る

こ
と
を
前
提
に
成
立
し
て
い
た
。

　

一
五
一
三
年
四
月
の
国
王
宣
言
は
、
ま
ず
大
学
の
下
役
が
三
万
リ
ー
ヴ
ル
に

関
連
す
る
課
税
を
免
除
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
加
え
て
ル
イ
一
二
世
は
下
役
に

対
す
る
免
除
特
権
の
確
認
を
行
っ
た
。
特
権
は
三
項
目
か
ら
な
り
、
第
一
に
下

役
が
書
籍
商
二
四
人
、
製
本
屋
二
人
、
写
本
装
飾
師
二
人
、
写
字
業
者
二
人
、

計
三
〇
人
か
ら
な
る
こ
と
、
第
二
に
直
接
税
・
間
接
税
・
援
助
金
な
ど
あ
ら
ゆ

る
徴
収
か
ら
下
役
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
、
第
三
に
緊
急
事
態
を
除
い
て
夜
回
り

に
参
加
し
な
く
と
も
よ
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
大
学
か
ら
徴
税
し
よ
う
と
す
る
都

市
に
対
し
て
、
下
役
が
取
引
す
る
書
物
に
通
行
税
を
課
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
国
王
宣
言
は
高
等
法
院
と
租
税
院
、
そ
し
て
パ
リ
大
学
の
特
権
管
理
を

王
か
ら
任
さ
れ
て
い
る
パ
リ
奉
行
へ
向
け
ら
れ
て
い
る
。
教
皇
特
権
管
理
裁
判

官
が
教
会
裁
判
に
よ
っ
て
大
学
を
保
護
し
た
の
に
対
し
、
王
が
与
え
た
特
権
の

侵
犯
は
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
の
長
で
あ
る
パ
リ
奉
行
の
管
轄
と
な
っ
て
い
た）

39
（

。
シ
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ャ
ト
レ
裁
判
所
は
、
一
二
六
八
年
に
パ
リ
奉
行
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ボ
ア
ロ
ー

E
tienne B

oileau

が
、
パ
リ
市
に
お
け
る
同
業
組
合
規
約
の
提
出
を
義
務
付
け

て
以
降
、
同
業
組
合
の
規
約
を
管
理
し
、
組
合
内
で
起
き
た
裁
判
の
上
訴
審
と

し
て
機
能
し
て
い
る）

40
（

。
シ
ャ
ト
レ
は
パ
リ
大
学
の
下
役
に
つ
い
て
も
、
そ
の
権

利
の
保
護
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
五
一
五
年
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
、
母
で
あ
り
摂
政
の
ル
イ
ー
ズ
・
ド
・

サ
ヴ
ォ
ワLouise de Savoie
に
フ
ラ
ン
ス
を
任
せ
、
即
位
後
、
半
年
で
イ
タ

リ
ア
遠
征
に
赴
い
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
軍
事
費
調
達
の
た
め
の
課
税
が
再
び

行
わ
れ
、
六
月
二
〇
日
、
パ
リ
市
へ
二
万
リ
ー
ヴ
ル
が
要
求
さ
れ
た
。
摂
政
ル

イ
ー
ズ
は
パ
リ
大
学
が
そ
の
負
担
者
か
ら
外
さ
れ
る
と
一
一
月
に
国
王
宣
言
を

出
し
、
パ
リ
高
等
法
院
、
租
税
裁
判
取
扱
役généraux sur le fait de la justice 

des aides

、
パ
リ
奉
行
に
対
し
て
大
学
の
構
成
員
か
ら
税
を
徴
収
し
な
い
よ
う

命
じ
た
。
そ
の
構
成
員
と
は
、「
全
て
の
下
役
、
す
な
わ
ち
総
長
、
博
士
、
教

師
、
教
授
、
学
生
、
役
人）

41
（

」
お
よ
び
「
評
定
官
、
弁
護
士
と
代
訴
人
、
印
璽
役
、

執
達
吏
、
書
籍
商
、
写
字
業
者
、
写
本
装
飾
師
、
製
本
業
者
、
紙
業
者
、
羊
皮

紙
商
、
伝
達
吏）

42
（

」
で
あ
る
。
大
学
総
長
や
博
士
、
学
生
の
ほ
か
、
弁
護
士
や
執

達
吏
、
商
人
に
関
し
て
は
書
物
に
関
わ
る
業
種
が
大
学
の
特
権
を
享
受
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

も
し
も
彼
ら
に
対
し
て
税
の
徴
収
が
あ
れ
ば
、
王
権
は
そ
の
不
都
合
を
「
即

刻
、
取
り
除
く
し
対
処
す
る
し
、
ま
た
は
取
り
除
か
せ
る
し
対
処
さ
せ
る
し
、

あ
る
べ
き
最
初
の
状
態
へ
戻
す
も
の
で
あ
り
、
金
銭
な
い
し
担
保
物
を
彼
ら
へ

戻
す
よ
う
実
行
あ
る
い
は
許
可
す
る）

43
（

」
こ
と
と
し
た
。
支
払
っ
た
分
を
都
市
に

大
学
へ
償
却
さ
せ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
権

利
が
先
述
の
構
成
員
に
当
て
は
ま
る
人
々
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
に
よ
る
徴
収
を
め
ぐ
る
大
学
・
都
市
間
の
裁
判
の
記
録
か
ら
検
討
し
て
い

こ
う
。

（
2
）
都
市
と
王
権
の
免
除
特
権
へ
の
態
度

　

一
五
一
九
年
に
再
び
パ
リ
市
に
対
す
る
一
万
五
千
リ
ー
ヴ
ル
の
要
求
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
高
等
法
院
で
税
の
負
担
を
め
ぐ
る
裁
判
が
開
か
れ
た
。

一
五
一
五
年
の
課
税
で
は
高
等
法
院
に
提
出
し
た
大
学
の
名
簿
を
基
に
特
権
を

持
っ
た
人
物
を
判
断
し
て
い
た
が
、
都
市
は
そ
の
人
々
す
べ
て
が
実
際
に
は
職

務
に
従
事
し
て
は
お
ら
ず
、
必
ず
し
も
特
権
を
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
の

で
あ
る
。
高
等
法
院
は
課
税
の
対
象
と
な
る
人
物
・
な
ら
な
い
人
物
を
そ
れ
ぞ

れ
載
せ
た
名
簿
を
大
学
に
提
出
さ
せ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
都
市
が
徴
収
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
論
争
に
決
着
は
つ
か
ず
、
二
年
後
、
両
者
は
再
び
高
等
法
院
で
対
峙

し
た
。
名
簿
を
審
査
し
た
結
果
、
都
市
は
記
載
さ
れ
た
一
五
〇
人
の
う
ち
紙
業

者
と
伝
達
吏
に
つ
い
て
は
免
税
を
認
め
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
パ
リ
に
お
け
る
大
商
人
で
あ
り
、
こ
の
人
た
ち
が

除
外
さ
れ
る
と
「
商
人
と
細
民
し
か
残
っ
て
い
な
い
ほ
ど
で
あ
り
、（
中
略
）

大
学
の
伝
達
吏
と
紙
業
者
で
あ
る
た
め
に
原
告
（
パ
リ
大
学
）
が
示
し
た
人
々

を
切
り
離
す
こ
と
で
、
細
民
は
非
常
に
搾
取
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
だ
ろ
う）

44
（

」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
の
免
税
特
権
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
徴
収
は
一

種
の
「
恵
与liberalité

」
で
あ
り
、
彼
ら
が
免
除
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
税

im
pôt

」
に
は
あ
た
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
更
に
都
市
は
、
紙
業
者
と
伝
達
吏

は
大
学
か
ら
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
商
人
と
し
て
の
側
面

を
考
え
れ
ば
納
税
義
務
を
負
っ
た
パ
リ
市
民
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
く
、
税

学史学56_責了.indb   106 2018/02/20   10:33



107　　一五世紀末─一六世紀におけるパリ大学の特権

を
払
う
べ
き
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
職
業
に
都
市
の
攻
撃
が
集
ま
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
大
学
の
特
権

と
結
び
つ
い
て
い
た
期
間
が
比
較
的
短
く
特
権
の
主
張
に
対
し
て
反
論
の
余
地

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
支
払
能
力
が
あ
る
の
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
富
裕
層
で

あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
学
生
と
郷
里
の
家
族
の
間
で
行
わ
れ
る

手
紙
や
金
銭
の
や
り
取
り
を
請
け
負
っ
た
伝
達
吏
は
、
一
四
六
四
年
に
ル
イ
一

一
世
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た）

45
（

。
一
六
世
紀
に
は
自
ら
は
移
動
し
な
い
高
級
伝
達

吏
と
、
人
や
手
紙
の
運
搬
を
引
き
受
け
る
下
級
伝
達
吏
と
に
分
化
し
て
い
く）

46
（

。

一
方
の
紙
業
者
は
パ
リ
の
外
に
水
車
を
所
有
し
、
印
刷
業
の
発
展
に
不
可
欠
な

存
在
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
土
地
の
製
紙
工
場
は
他
な
ら
ぬ
パ
リ
大
学

が
設
置
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
三
九
八
年
に
パ
リ
の
製
紙
業
者
の
同
業
組
合

が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
一
四
八
九
年
の
特
許
状
で
は
、
書
籍
商
や
羊
皮
紙
商
と

と
も
に
ト
ロ
ワT

royes

・
コ
ル
ベ
ー
ユCorbeil
・
エ
ソ
ン
ヌE

ssonne

の
製

紙
業
者
、
計
七
人
に
も
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
紙
業
者
は
、
中
世
の

写
本
制
作
業
者
に
由
来
す
る
職
で
構
成
さ
れ
た
信
心
会
に
は
加
わ
っ
て
は
い
な

か
っ
た
。

　

王
権
が
課
す
直
接
税
の
額
は
、
ル
イ
一
二
世
の
治
世
末
期
か
ら
上
昇
し
て
い

く
傾
向
に
あ
っ
た）

47
（

。
一
五
二
一
年
に
王
権
か
ら
四
半
期
ご
と
に
支
払
う
よ
う
諸

都
市
に
求
め
ら
れ
た
税
金
は
、
一
五
二
三
年
全
体
に
は
総
額
一
八
万
リ
ー
ヴ
ル

に
の
ぼ
っ
た）

48
（

。
聖
職
者
も
一
五
二
三
年
に
約
一
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
の
聖
職
禄
十

分
の
一
税décim

e

を
納
め
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
一
五
三
〇
年
代
以
降
は
こ
の

税
は
定
期
的
な
も
の
と
な
っ
た）

49
（

。

　

パ
リ
市
は
増
大
す
る
支
出
に
対
応
す
る
た
め
、
新
し
い
間
接
税
の
設
定
や
パ

リ
市
債
の
発
行
に
よ
る
収
入
の
増
加
を
図
っ
た
。
間
接
税
に
つ
い
て
は
、
一
五

一
三
年
に
一
樽
八
ソ
ル
と
設
定
し
た
ぶ
ど
う
酒
税
を
一
五
二
二
年
に
一
〇
ソ
ル

へ
と
値
上
げ
し
た）

50
（

。
ま
た
、
畜
肉
税pied fourché

の
徴
収
に
対
し
て
抗
議
す

る
肉
屋
に
対
し
、
一
五
二
三
年
、
王
は
支
払
い
を
義
務
付
け
て
違
反
者
に
は
禁

固
刑
を
科
し
た）

51
（

。

　

ま
た
、
一
五
二
二
年
に
は
パ
リ
市
債
の
発
行
が
始
ま
っ
た
。
国
王
は
畜
肉
税

や
ぶ
ど
う
酒
税
の
収
入
を
担
保
に
パ
リ
市
か
ら
借
入
れ
、
都
市
は
自
身
が
債
務

者
と
な
っ
た
定
期
金
の
受
領
権
を
八
．
三
三
％
の
金
利
で
都
市
民
へ
売
却
す
る）

52
（

。

市
民
の
借
入
金
は
王
権
へ
渡
り
、
王
税
収
入
は
市
へ
の
債
務
支
払
い
に
充
て
る

こ
と
と
な
っ
た）

53
（

。

　

国
家
財
政
に
お
い
て
パ
リ
市
債
の
占
め
る
割
合
は
増
し
て
い
き
、
開
始
当
初

は
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
だ
っ
た
金
額
は
、
一
五
四
九
年
ま
で
に
一
年
の
国
家
予
算

八
〇
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
中
一
三
六
万
八
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る）

54
（

。

パ
リ
市
に
お
け
る
畜
肉
税
お
よ
び
ぶ
ど
う
酒
税
に
よ
る
収
入
の
重
要
性
は
高
ま

り
、
一
五
三
〇
年
代
、
都
市
当
局
は
こ
れ
ら
の
税
が
王
権
の
借
入
れ
の
償
却
に

充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
度
々
帳
簿
で
確
認
し
た）

55
（

。

　

そ
の
一
方
で
、
王
権
は
パ
リ
大
学
に
間
接
税
に
つ
い
て
も
免
除
を
認
め
て
い

る
。
一
五
三
九
年
の
畜
肉
税
の
免
除
の
事
例
を
見
て
い
こ
う
。

　

こ
の
年
の
六
月
二
九
日
、
王
が
七
万
二
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
を
求
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て）

56
（

、
パ
リ
市
は
大
学
に
畜
肉
税
を
要
求
し
た
。
同
年
一
二
月
一

七
日
に
王
は
パ
リ
大
学
の
訴
え
を
受
け
て
畜
肉
税
の
免
除
を
確
認
す
る
。
家
畜

の
生
死
や
輸
送
経
路
の
水
路
・
陸
路
を
問
わ
ず
、
大
学
が
家
畜
を
運
ば
せ
る
際

に
税
は
か
か
ら
な
い
と
の
宣
言
が
出
さ
れ
た）

57
（

。

　

間
接
税
が
都
市
の
財
源
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、

肉
そ
の
も
の
の
価
値
も
高
く
な
っ
て
い
た
。
パ
リ
に
お
い
て
肉
は
低
所
得
者
で
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も
手
に
入
る
身
近
な
食
糧
で
あ
っ
た
が
、
食
肉
の
値
段
は
人
口
が
急
速
に
増
加

す
る
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
高
騰
し
、
庶
民
に
よ
る
入
手
は

難
し
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
よ
っ
て
こ
の
大
学
の
免
除
特
権
は
相

対
的
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

市
債
の
増
加
ぶ
り
が
示
す
よ
う
に
、
パ
リ
に
お
け
る
間
接
税
の
収
入
を
減
ら

す
特
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
王
権
に
と
っ
て
は
自
ら
の
首
を
絞
め
る
行
為
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
畜
肉
税
に
つ
い
て
の
王
の
寛
容
な
態
度
は
直
接
税
の
と

き
ほ
ど
確
固
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
必
要
な
限
り
で
本
状
に
よ
っ
て
彼
ら

か
ら
の
税
を
免
除
し
た
し
、
免
除
す
る）

58
（

」、「
違
反
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
彼

ら
が
い
か
に
し
て
も
彼
ら
の
特
権
を
享
受
で
き
な
い
こ
と
、
そ
の
場
合
彼
ら
は

余
の
恩
恵
の
侵
害
者
と
し
て
前
記
租
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と
を
余
は
認

め
る）

59
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
免
税
特
権
を
剝
奪
す
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
2
）
夜
回
り
の
免
除

　

王
権
が
パ
リ
大
学
に
約
束
し
た
義
務
免
除
は
税
ば
か
り
で
は
な
く
、
市
民
が

都
市
内
を
警
備
す
る
「
夜
回
りguet

」
へ
の
参
加
義
務
に
も
及
ん
で
い
る
。

先
述
の
一
五
一
三
年
の
国
王
宣
言
で
も
ル
イ
一
二
世
が
夜
回
り
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
よ
う
に
、
税
の
負
担
と
夜
回
り
は
常
に
結
び
つ
い
て
課
さ
れ
た
義
務

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

パ
リ
市
民
の
義
務
に
対
す
る
イ
タ
リ
ア
戦
争
の
影
響
は
、
税
だ
け
で
は
な
く

夜
回
り
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

国
内
の
諸
都
市
は
、
戦
争
と
い
う
緊
急
事
態
に
お
い
て
防
衛
態
勢
に
入
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
首
都
で
あ
る
パ
リ
は
、
防
衛
の
た
め
に
市
壁
や
道
路

の
整
備
に
着
手
す
る）

60
（

。
ま
た
、
緊
急
の
事
態
に
は
市
門
を
閉
鎖
し
、
街
区
長
を

通
じ
て
住
民
の
人
数
と
職
業
を
網
羅
的
に
把
握
し
た
。
修
道
院
と
大
学
も
、
外

国
の
学
生
お
よ
び
修
道
士
の
名
簿
を
出
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る）

61
（

。
夜

回
り
に
つ
い
て
は
平
時
に
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
非
常
時
の
た
め
に
各
小
街
区

の
住
民
に
よ
る
巡
回
も
行
わ
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
夜
回
り
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
で
あ
ろ
う
か
。
パ
リ
に
は
二
種

類
の
夜
回
り
が
存
在
し
、
一
方
は
同
職
組
合
に
属
す
る
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

メ
テ
ィ
エ
の
夜
回
り
、
も
う
一
方
は
国
王
役
人
に
よ
る
王
の
夜
回
り
だ
っ
た
。

前
者
は
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
の
消
灯
の
鐘
を
合
図
に
シ
ャ
ト
レ
へ
向
か
い
、
当
番

制
で
都
市
の
見
回
り
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
メ
テ
ィ
エ
の
者
た
ち
は
、
四
つ
辻

や
橋
な
ど
、
市
壁
内
に
点
在
す
る
各
重
要
拠
点
に
配
備
さ
れ
た
。
後
者
は
巡
邏

隊
長chevalier du guet

を
は
じ
め
、
二
〇
人
の
騎
馬
巡
査
お
よ
び
四
〇
人
の

歩
兵
巡
査
が
任
務
に
あ
た
る
。
メ
テ
ィ
エ
の
夜
回
り
が
市
内
各
地
を
重
点
的
に

警
備
し
た
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
隊
長
の
指
揮
で
市
内
一
帯
を
巡
回
し
た）

62
（

。
ま

た
、
巡
邏
隊
長
ら
は
給
金
を
得
て
巡
回
の
職
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
点
で
も
、

無
給
で
あ
っ
た
メ
テ
ィ
エ
の
そ
れ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

二
つ
の
夜
回
り
を
監
督
す
る
の
は
シ
ャ
ト
レ
の
役
割
で
あ
っ
た
。
一
五
四
〇

年
一
月
に
公
布
さ
れ
た
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
は
、
両
夜
回
り
に
参
加
す
る
者
た
ち

は
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
の
書
記
に
よ
っ
て
出
欠
を
確
認
さ
れ
、
そ
の
記
録
が
作
成

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る）

63
（

。
ま
た
、
正
当
な
欠
席
理
由
も
な
く
夜
回
り
を
休

む
者
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
参
加
義
務
を
怠
る
者
に
は
罰
金
と
し
て
二
ソ
ル

六
ド
ニ
エ
が
科
さ
れ
た
。
た
だ
し
弓
兵archer

や
弩
兵arbalétrier

、
パ
リ
市

の
街
区
長
、
パ
リ
市
を
不
在
に
し
て
い
る
パ
リ
大
学
の
執
行
吏
と
伝
達
吏
と
い

っ
た
職
に
就
い
て
い
る
人
々
は
夜
回
り
か
ら
外
さ
れ
た
。
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109　　一五世紀末─一六世紀におけるパリ大学の特権
　

パ
リ
大
学
は
こ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
免
除
を
受
け
て
い
る
者
が
こ
の
二
つ
の

職
の
み
で
あ
る
こ
と
を
口
実
に
、
罰
金
を
科
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
パ
リ
大

学
は
夜
回
り
の
免
除
特
権
の
確
認
を
求
め
、
王
は
一
五
四
三
年
六
月
に
そ
れ
を

承
認
す
る
。

　

こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
メ
テ
ィ
エ
の
夜
回
り
の
参
加
者
が
減
少
し
て
い
く

こ
と
に
対
す
る
シ
ャ
ト
レ
の
危
機
感
で
あ
っ
た
。
一
五
四
九
年
、
巡
邏
隊
長
が

夜
回
り
制
度
の
改
正
を
提
案
し
た
際
、
彼
は
メ
テ
ィ
エ
の
夜
回
り
に
お
い
て
大

学
や
都
市
の
役
職
に
就
い
て
い
る
最
も
豊
か
な
商
人
や
親
方
が
こ
の
義
務
を
免

れ
て
お
り
、
他
の
職
業
の
者
も
免
除
を
申
し
立
て
て
見
回
り
の
数
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
と
述
べ
る）

64
（

。
最
終
的
に
メ
テ
ィ
エ
の
夜
回
り
は
一
五
五
九
年
に
ア
ン
リ

二
世
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
王
の
夜
回
り
が
増
強
さ
れ
た）

65
（

。

第
三
章　

書
物
を
め
ぐ
る
問
題

（
1
）
大
学
と
書
物

　

大
学
周
辺
、
と
く
に
サ
ン
＝
セ
ヴ
ラ
ン
教
会É

glise de Saint-Severin

周
辺

に
は
羊
皮
紙
商
や
製
本
業
者
、
書
籍
商
な
ど
、
写
本
制
作
の
店
が
集
中
し
た
。

完
成
し
た
書
物
を
扱
う
業
者
と
し
て
は
、
中
古
の
写
本
を
委
託
し
て
販
売
す
る

書
籍
商libraire

と
、
学
生
に
複
製
を
つ
く
る
た
め
の
写
本
を
貸
し
出
す
原
本

貸
出
商stationnaire

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
商
人
が
扱
う
書
物
は
大
学
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

書
籍
商
と
な
る
に
は
大
学
に
対
し
て
経
営
能
力
、
支
払
能
力
が
あ
る
こ
と
を

試
験
と
保
証
金
で
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い）

66
（

。
合
格
者
は
大
学
の
定
め
た
規
則

に
従
う
と
宣
誓
す
る
こ
と
で
営
業
の
許
可
を
得
る
。
販
売
す
る
書
物
は
大
学
に

よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
商
品
の
価
格
は
四
人
の
宣
誓
書
籍
商
が
設
定
し
た）

67
（

。

　

大
学
へ
の
服
従
を
誓
う
代
わ
り
に
、
書
籍
商
た
ち
は
パ
リ
に
お
け
る
本
の
売

買
を
独
占
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
国
王
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
た
権
利

で
あ
り
、
一
四
一
一
年
に
シ
ャ
ル
ル
六
世
が
書
籍
商
の
設
置
を
承
認
す
る
際
に

明
言
さ
れ
て
い
る）

68
（

。
こ
の
勅
書
で
は
、
修
道
院
や
教
会
か
ら
写
本
を
盗
ん
だ
者

が
、
大
学
の
書
籍
商
に
盗
品
を
売
り
飛
ば
す
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
つ
い
て
、
王
が
対
処
を
求
め
た
の
は
「
当
該
当
事
者

（
パ
リ
大
学
）
に
最
も
近
い
裁
判
官
」
で
あ
る
パ
リ
奉
行
で
あ
っ
た
。
書
物
の

転
売
を
禁
止
し
、
違
反
者
が
現
れ
た
場
合
は
、
没
収
刑
と
王
の
裁
量
に
よ
る
罰

金
刑
が
科
さ
れ
る
。
パ
リ
奉
行
の
裁
判
所
で
あ
る
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
は
、
一
二

六
八
年
に
パ
リ
奉
行
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ボ
ア
ロ
ー
が
、
各
同
業
組
合
の
規
約
の

提
出
を
義
務
付
け
て
以
降
、
同
業
組
合
の
規
約
の
管
理
や
、
組
合
内
の
裁
判
の

上
訴
審
を
担
っ
て
い
た）

69
（

。
同
時
に
パ
リ
奉
行
は
教
皇
に
よ
る
特
権
を
保
障
す
る

教
皇
特
権
管
理
裁
判
官
に
対
し
て
「
王
の
特
権
管
理
裁
判
官
」
と
さ
れ
て
い
た
。

　

パ
リ
市
セ
ー
ヌ
左
岸
に
集
中
し
て
い
た
書
物
制
作
業
者
は
サ
ン
＝
タ
ン
ド

レ
＝
デ
＝
ザ
ー
ル
教
会É

glise de Saint-A
ndré-des-A

rts

で
ミ
サ
を
行
い
、

「
福
音
史
家
聖
ヨ
ハ
ネ
兄
弟
団confrairie Saint-Jean l ’E

vangeliste

」
を
形
成

し
た
。
構
成
員
は
書
籍
商
の
み
な
ら
ず
、
写
字
業
者
、
写
本
装
飾
師
、
羊
皮
紙

商
、
製
本
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
業
種
を
ま
た
い
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
職
業
が

大
学
付
近
に
現
れ
た
当
初
は
明
確
な
分
業
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
兼
業
し
て
い

る
者
が
珍
し
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
信
仰
団
が
執
り
行
う
ミ
サ
に
は
、
国
王
と
パ
リ
大
学
の
名
誉
と
繁
栄
、

そ
し
て
兄
弟
団
内
の
相
互
扶
助
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た）

70
（

。
兄
弟
団
は
、
構
成
員

の
減
少
や
戦
争
・
災
害
と
い
っ
た
緊
急
事
態
に
際
し
て
ミ
サ
の
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
と
き
に
は
、
平
時
の
会
費
に
加
え
て
臨
時
の
分
担
金
徴
収
を
行
う
こ
と
が
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許
さ
れ
た
。
ま
た
、
パ
リ
で
開
業
す
る
際
に
は
兄
弟
団
に
二
四
ソ
ル
を
支
払
う

こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
徴
収
を
行
う
の
は
、
シ
ャ
ト
レ
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
た
宣
誓
書
籍
商
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。

（
2
）
羊
皮
紙
の
監
視

　

羊
皮
紙
は
基
本
的
に
パ
リ
の
外
か
ら
搬
入
さ
れ
て
お
り
、
大
学
は
流
入
す
る

羊
皮
紙
を
監
督
し
よ
う
と
努
め
た
。
四
人
の
大
学
宣
誓
羊
皮
紙
商
と
パ
リ
大
学

総
長
が
都
市
に
入
っ
た
全
て
の
羊
皮
紙
を
検
品
し
、
大
学
に
優
先
的
に
販
売
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
宣
誓
羊
皮
紙
商
は
羊
皮
紙
の
売
買
を
行
う
商
人
を
監
督
し
、

大
学
の
統
制
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
違
反
者
が
現
れ
れ
ば
大
学
総
長
に
報
告
す
る

義
務
を
負
っ
た）

71
（

。

　

羊
皮
紙
が
外
部
商
人m

archand foraine

に
よ
っ
て
パ
リ
へ
運
ば
れ
て
く
る

と
、
ま
ず
は
マ
テ
ュ
ラ
ン
修
道
院
へ
運
び
こ
ま
れ
る
。
そ
こ
で
羊
皮
紙
は
宣
誓

羊
皮
紙
商
ら
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
。
彼
ら
は
大
学
総
長
と
と
も
に
商
品
の
羊

皮
紙
の
数
を
確
認
し
、
徴
収
す
る
額
を
算
出
す
る
。
可
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
大

学
総
長
が
商
品
の
質
を
保
証
す
る
こ
と
を
示
す
検
印
が
押
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う

に
し
て
大
学
総
長
は
、
羊
皮
紙
一
束
に
つ
き
一
六
ド
ニ
エ
の
料
金
を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

パ
リ
大
学
の
学
生
た
ち
が
羊
皮
紙
を
入
手
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
方
法
が
ラ
ン

デ
ィ
の
大
市foire de Lendit

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
パ
リ
近
郊
サ
ン
＝
ド
ニ

Saint-D
enis

で
六
月
の
上
旬
に
二
週
間
に
渡
っ
て
開
か
れ
た
。
こ
の
地
の
大
市

開
催
権
を
持
っ
て
い
た
の
が
大
学
成
立
当
初
、
大
学
を
管
轄
下
に
置
い
て
い
た

パ
リ
司
教
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
れ
ゆ
え
に
、
パ
リ
大
学
は
ラ
ン
デ
ィ
の
大

市
に
お
い
て
も
パ
リ
市
内
と
同
様
の
監
督
権
を
持
っ
た
。
し
か
し
こ
の
大
市
に

お
け
る
一
六
ド
ニ
エ
の
徴
収
権
を
め
ぐ
り
、
大
学
は
パ
リ
司
教
お
よ
び
サ
ン
＝

ド
ニ
修
道
院
長
と
争
う
こ
と
と
な
る
。

　

羊
皮
紙
の
監
督
権
を
め
ぐ
る
抗
争
は
、
結
果
と
し
て
は
大
学
が
勝
利
し
た
。

修
道
院
は
一
四
五
一
年
に
自
ら
羊
皮
紙
の
検
査
を
実
施
し
、
一
四
六
三
年
に
は

修
道
院
が
横
領
し
た
羊
皮
紙
を
大
学
総
長
が
押
収
し
た
事
件
が
起
き
た
の
で
あ

る
）
72
（

。
こ
の
問
題
は
第
一
に
シ
ャ
ト
レ
で
審
理
さ
れ
、
そ
の
後
修
道
院
長
に
よ
っ

て
高
等
法
院
へ
控
訴
さ
れ
て
羊
皮
紙
の
監
督
権
が
争
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
四
六
五
年
に
大
学
が
特
権
を
保
持
す
る
と
い
う
判
決
が
出
さ
れ
、
こ
の
問
題

は
決
着
を
迎
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
パ
リ
近
郊
に
お
け
る
羊
皮
紙
の
流
通
は
パ
リ
大
学
の
監
督

下
に
置
か
れ
て
い
た
。
大
学
の
勝
利
は
一
五
世
紀
後
半
に
入
っ
て
か
ら
世
俗
裁

判
権
に
お
い
て
獲
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
学
が
新
た
な
保
護
者
を
世
俗
国
家

に
求
め
た
結
果
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
一
五
世
紀
半
ば
に

パ
リ
大
学
の
羊
皮
紙
の
監
督
権
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

パ
リ
大
学
は
搬
入
さ
れ
る
羊
皮
紙
が
全
て
大
学
の
検
品
を
通
過
す
る
こ
と
を

徹
底
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
大
学
総
長
が
羊
皮
紙
一
束
ご
と
に
徴
収
で

き
る
一
六
ド
ニ
エ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
一
四
七
九
年
の
高
等
法
院
の
訴
訟
は
こ

の
点
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
羊
皮
紙
商
た
ち
は
、
大
学
が
一
六
ド

ニ
エ
の
徴
収
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
一
貫
し
て
主
張
し
た
。
一
〇
年

前
に
当
時
の
パ
リ
大
学
総
長
マ
ル
タ
ン
が
こ
の
不
当
徴
収
を
開
始
し
て
か
ら
、

「
都
市
と
公
共
の
事
柄
に
多
大
な
重
要
性
を
持
つ
行
商
人
が
、
そ
こ
（
パ
リ
）

に
来
る
こ
と
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た）

73
（

」
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
反

発
に
つ
い
て
大
学
は
、
こ
の
権
利
を
手
に
入
れ
て
二
〇
〇
年
が
経
過
し
て
お
り
、

不
当
に
新
し
く
制
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
一
蹴
し
た
。
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こ
の
裁
判
で
、
大
学
は
ラ
ン
デ
ィ
の
大
市
に
つ
い
て
も
羊
皮
紙
の
監
督
権
を

主
張
し
た
。
同
大
市
で
大
学
が
担
っ
て
い
る
羊
皮
紙
の
値
付
け
と
一
六
ド
ニ
エ

の
徴
収
は
、
そ
の
権
利
を
自
ら
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
パ
リ
司
教
お
よ
び
サ

ン
＝
ド
ニ
修
道
院
長
を
退
け
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
権
利
は
羊
皮

紙
商
た
ち
が
言
う
よ
う
な
新
し
い
不
当
徴
収
で
は
な
く
、
大
学
総
長
が
享
受
し

て
二
〇
〇
年
が
経
過
し
て
お
り
正
当
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
羊
皮
紙
商
側
は
大
市
に
お
け
る
大
学
の
一
六
ド
ニ
エ
の
徴
収

権
に
つ
い
て
、
徴
収
で
き
る
の
は
大
学
で
売
る
羊
皮
紙
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、

商
人
が
持
つ
羊
皮
紙
の
在
庫
全
部
に
つ
い
て
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
徴
収
権

を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
大
学
と
、
抵
抗
す
る
羊
皮
紙
商
と
い
う
構
図
が
こ
こ
に

浮
か
び
上
が
る
。
議
論
は
発
端
と
な
っ
た
羊
皮
紙
の
横
領
問
題
の
是
非
を
超
え
、

大
学
の
羊
皮
紙
に
関
す
る
権
限
強
化
全
般
に
及
ん
で
い
る
。
問
題
の
徴
収
制
度

は
そ
の
後
も
継
続
し
た
こ
と
が
革
命
前
の
羊
皮
紙
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
確
認
さ

れ
る）

74
（

。

　

パ
リ
大
学
は
、
羊
皮
紙
に
対
し
て
有
し
て
い
た
特
権
を
司
教
勢
力
と
抗
争
す

る
な
か
で
自
ら
固
有
の
権
利
と
し
て
認
め
さ
せ
て
い
き
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら

一
六
世
紀
に
か
け
て
、
羊
皮
紙
の
統
制
権
を
王
権
の
保
護
の
下
で
強
化
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
羊
皮
紙
の
監
視
シ
ス
テ
ム
は
、
一
六
世
紀
に
入
っ
て
や
や
揺
れ
を
見

せ
る
。
取
引
所
で
あ
る
マ
テ
ュ
ラ
ン
修
道
院
が
こ
の
問
題
の
焦
点
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
、
こ
の
修
道
院
は
パ
リ
大
学
成
立
期
に
神
学
の
講
義
へ
場
所
を
提

供
し
た
施
設
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
大
学
が
団
体
と
し
て
の
権
利
を
獲
得
し
て
い

く
に
つ
れ
、
同
修
道
院
は
講
義
に
留
ま
ら
ず
、
大
学
構
成
者
に
よ
る
総
会
や
、

第
一
章
で
触
れ
た
教
皇
特
権
管
理
裁
判
官
の
法
廷
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
リ
大
学
の
成
立
以
降
、
マ
テ
ュ
ラ
ン
修
道
院
は
大
学

自
治
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
羊
皮
紙

の
査
定
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

修
道
院
が
い
つ
か
ら
羊
皮
紙
の
取
引
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
か
は
判
然

と
し
な
い
。
羊
皮
紙
の
査
定
お
よ
び
売
買
の
場
と
し
て
の
マ
テ
ュ
ラ
ン
修
道
院

は
一
六
世
紀
ま
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
続
け
た
。
し
か
し
一
五
三
八
年
三
月
、

マ
テ
ュ
ラ
ン
修
道
院
長
が
羊
皮
紙
の
荷
卸
し
の
場
所
を
別
に
確
保
す
る
か
、
部

屋
の
使
用
料
を
支
払
う
よ
う
パ
リ
大
学
に
要
求
し
た）

75
（

。
同
年
六
月
に
は
、
年
一

八
リ
ー
ヴ
ル
の
使
用
料
を
求
め
て
い
る
。
大
学
は
移
転
も
部
屋
代
も
と
も
に
拒

否
し
た
。
こ
の
問
題
は
引
き
続
き
大
学
の
代
表
者
た
ち
で
検
討
す
る
こ
と
と
な

り
、
翌
年
一
月
一
一
日
の
総
会
で
は
、
大
学
は
部
屋
代
を
負
担
し
な
い
と
決
議

し
た
。
一
五
三
八
│
九
年
に
移
転
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
パ
リ
大
学
の

伝
統
は
手
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
生
き
残
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
一
五
四
八

年
九
月
の
ア
ン
リ
二
世
に
よ
る
羊
皮
紙
に
関
す
る
特
権
認
証
で
は
、
従
来
の
修

道
院
を
経
由
す
る
シ
ス
テ
ム
が
追
認
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
マ
テ
ュ
ラ
ン
修
道

院
は
一
五
八
六
年
に
取
引
場
の
提
供
を
止
め
、
羊
皮
紙
の
取
引
会
場
は
ア
ル
プ

通
り
の
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ス
学
寮
へ
と
移
さ
れ
た
。

（
3
）
出
版
統
制
と
パ
リ
大
学

　

フ
ラ
ン
ス
に
初
め
て
印
刷
所
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
一
四
七
〇
年
、
パ
リ
大

学
内
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
学
寮
の
学
監
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ン

Johann H
eynlin

が
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ゲ
ー
リ
ン
グU

lrich G
ering

ら
を
招
致
し
、

学
寮
内
に
印
刷
所
を
設
け
た）

76
（

。
四
年
後
に
は
二
番
目
の
印
刷
所
が
サ
ン
＝
ジ
ャ

ッ
ク
通
り
で
開
業
す
る）

77
（

。
大
学
人
を
顧
客
と
し
て
始
ま
っ
た
パ
リ
の
印
刷
業
は
、
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法
律
家
の
需
要
も
取
り
込
ん
で
法
律
書
や
文
芸
書
も
扱
い
は
じ
め
、
大
学
で
は

な
く
裁
判
所
の
周
辺
に
店
を
置
く
書
籍
商
も
現
れ
る
。

　

こ
う
し
た
時
期
に
は
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
に
お
い
て
教
会
権
力
に
よ
る
出
版

統
制
の
動
き
が
始
ま
っ
て
お
り
、
例
え
ば
一
四
七
五
年
に
教
皇
が
ケ
ル
ン
大
学

に
出
版
取
締
権
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
に
は
教
会
に
よ
る
書
物
の

規
制
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
ず
、
出
版
統
制
の
動
き
は
一
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

本
格
化
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
パ
リ
に
お
け
る
書
物
の
需
要
が
宗
教

関
連
の
手
引
書
・
実
務
書
で
あ
り
、
教
会
が
警
戒
す
る
よ
う
な
異
端
書
が
ま
だ

現
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
推
察
が
あ
る）

78
（

。
そ
れ
に
加
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

が
教
皇
に
従
う
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
教
皇
の
優
位
性
を

認
め
な
い
姿
勢
が
色
濃
か
っ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
教

皇
の
影
響
力
を
縮
小
し
、
国
事
詔
書
に
基
づ
く
フ
ラ
ン
ス
教
会
の
自
由
を
守
る

と
い
う
考
え
方
を
支
え
た
の
は
、
書
物
の
検
閲
を
担
っ
た
パ
リ
大
学
神
学
部
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
検
閲
が
法
制
化
さ
れ
、
悪
書
を
本
格
的
に
警
戒
し
始
め
る
の
は

一
五
二
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
ド
イ
ツ
で
は
ル
タ
ーLuther

が

中
心
と
な
っ
て
、
国
内
で
は
モ
ー
に
お
い
て
教
会
改
革
の
運
動
が
活
性
化
し
て

い
た
。
一
五
二
一
年
三
月
一
八
日
、
王
が
宗
教
書
に
対
し
て
パ
リ
大
学
神
学
部

の
検
閲
を
義
務
付
け
る
と
、
ル
タ
ー
の
著
作
の
審
査
を
依
頼
さ
れ
た
パ
リ
大
学

は
、
四
月
一
五
日
、
ル
タ
ー
に
異
端
の
判
定
を
下
し
た）

79
（

。
異
端
弾
圧
の
先
鋒
と

な
っ
た
の
は
、
神
学
部
の
監
督
役syndic

で
あ
り
、
モ
ン
テ
ー
ギ
ュ
学
寮
長

の
ノ
エ
ル
・
ベ
ダN

oël B
éda

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
神
学
部
は
ル
フ
ェ
ー
ヴ

ル
・
デ
タ
ー
プ
ルLefèvre d ’E

taples

の
著
作
を
禁
書
に
指
定
し
、
一
五
二
三

年
ま
で
に
エ
ラ
ス
ム
スE

rasm
us

や
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
著
作
の
告
発
を
続
け

た
）
80
（

。

　

た
だ
し
、
大
学
に
よ
る
一
連
の
非
難
は
法
的
な
強
制
力
を
持
た
な
か
っ
た
こ

と
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
告
発
の
法
的
拘
束
力
は
高
等
法
院
の
承
認
に
よ

っ
て
初
め
て
生
じ
る）

81
（

。
ま
た
、
高
等
法
院
に
は
大
学
の
判
断
を
拒
否
す
る
こ
と

や
、
検
閲
者
の
任
命
に
介
入
す
る
行
為
も
許
さ
れ
て
い
た
。
パ
リ
大
学
、
特
に

神
学
部
へ
検
閲
に
関
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
専
門
家
に
よ
る
判
断
と
威
光

で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
初
め
の
検
閲
体
制
は
、
パ
リ
大
学
と
高
等
法
院
の
協
同

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る）

82
（

。

　

し
か
し
、
高
等
法
院
と
パ
リ
大
学
の
協
調
関
係
は
、
一
五
二
九
年
の
ル
イ
・

ド
・
ベ
ル
カ
ンLouis de B

erquin

の
処
刑
を
除
い
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
政
教
条
約
を
め
ぐ
っ
て
両
者
と
国
王
が
対
立
し
て
い
る
状
況
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
は
検
閲
制
度
を
制
定
し
な
が
ら
も
、
ベ
ル
カ
ン
や
ル
フ
ェ

ー
ヴ
ル
な
ど
の
ユ
マ
ニ
ス
ト
を
神
学
部
の
弾
圧
か
ら
庇
護
し
た
。
そ
の
政
策
は
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
の
抗
争
や
国
内
情
勢
に
左
右
さ
れ
、
新
し
い
思
想
に
対
す

る
寛
容
と
糾
弾
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
。
ベ
ル
カ
ン
は
処
刑
さ
れ
る
ま

で
に
三
度
逮
捕
さ
れ
た
が
、
最
初
の
二
回
は
王
の
介
入
に
よ
っ
て
釈
放
さ
れ
て

い
る
。
一
五
二
九
年
の
最
後
の
告
発
で
は
国
王
が
介
入
す
る
よ
り
早
く
高
等
法

院
が
手
続
き
を
進
め
、
処
刑
を
行
っ
た
。

　

ベ
ル
カ
ン
の
三
度
目
の
逮
捕
で
は
迅
速
な
連
携
を
果
た
し
た
が
、
王
の
介
入

に
対
し
て
高
等
法
院
と
神
学
部
の
対
応
は
異
な
っ
た
。
一
五
三
三
年
九
月
一
八

日
、
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
の
刑
事
代
理
官lieutenant crim

inel

が
王
姉
マ
ル
グ

リ
ッ
ト
・
ド
・
ナ
ヴ
ァ
ー
ルM

arguerite de N
avarre

の
著
作
を
書
店
か
ら
押

収
し
た
事
件
を
見
て
み
よ
う
。
高
等
法
院
は
検
閲
を
控
え
る
よ
う
神
学
部
に
指
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示
し
た
が
、
神
学
部
は
こ
れ
を
無
視
し
て
告
発
を
行
っ
た）

83
（

。
大
学
は
そ
の
責
任

を
回
避
し
て
神
学
部
の
み
に
帰
し
た
。
高
等
法
院
は
王
と
の
衝
突
に
関
し
て
慎

重
で
あ
っ
た
が
、
神
学
部
は
あ
く
ま
で
非
妥
協
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
の
だ
。

同
年
五
月
二
六
日
に
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ル
ー
セ
ルG

érard R
oussel

が
マ
ル
グ

リ
ッ
ト
に
行
っ
た
説
教
を
非
難
し
た
た
め
に
監
督
役
の
ベ
ダ
が
追
放
さ
れ
る
。

　

検
閲
に
お
け
る
パ
リ
大
学
と
高
等
法
院
の
協
同
作
業
は
、
医
学
書
の
事
前
検

閲
に
関
す
る
、
一
五
三
六
年
の
高
等
法
院
の
裁
決
か
ら
、
そ
の
具
体
的
な
手
順

が
窺
え
る）

84
（

。
国
王
の
侍
医
を
称
す
る
テ
ィ
ボ
ー
と
い
う
人
物
が
逮
捕
さ
れ
、
そ

の
男
が
著
し
た
著
作
に
出
版
の
禁
止
が
求
め
ら
れ
た
。
医
学
部
の
学
問
体
系
に

即
し
た
医
療
技
術
以
外
は
経
験
主
義
と
呼
ば
れ
、
有
害
と
見
做
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

高
等
法
院
は
、
被
告
と
彼
の
著
作
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
取
り
調

べ
を
行
う
こ
と
を
宣
言
す
る
。
ま
ず
、
テ
ィ
ボ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
週
間
以
内

に
高
等
法
院
の
評
定
官
二
名
の
立
会
の
も
と
、
医
学
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
「
最

も
古
参
で
経
験
を
積
み
、
有
能
で
あ
り
、
医
学
に
関
し
て
理
論
的
か
つ
実
践
的

な
）
85
（

」
四
人
の
博
士
に
よ
っ
て
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
博
士
は
被
告

の
行
っ
て
い
る
治
療
方
法
、
書
物
の
内
容
お
よ
び
そ
の
論
拠
に
つ
い
て
尋
問
す

る
。

　

テ
ィ
ボ
ー
の
書
物
は
、
二
名
の
評
定
官
の
立
会
の
も
と
医
学
部
の
代
表
三
人

に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ
た
。
医
学
部
の
見
解
に
基
づ
き
、
出
版
の
是
非
を
評
定
官

が
判
断
し
報
告
す
る
。
判
決
が
出
る
ま
で
の
間
、
パ
リ
で
テ
ィ
ボ
ー
の
著
作
を

売
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
の
裁
決
は
、
さ
ら
に
医
学
書
を
出
版
す
る
者
に

対
し
て
、
パ
リ
大
学
医
学
部
の
博
士
三
人
に
よ
る
事
前
検
閲
を
課
し
た
。

　

さ
て
、
書
物
の
言
語
・
分
野
・
作
品
の
時
代
を
問
わ
ず
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る

出
版
物
を
対
象
と
し
た
法
制
度
を
国
家
が
設
け
る
の
は
一
五
三
〇
年
代
半
ば
を

過
ぎ
て
か
ら
と
な
る
。
初
め
て
国
内
の
全
出
版
物
に
及
ぶ
命
令
が
出
さ
れ
た
の

は
一
五
三
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
宗
教
情
勢
は
、
一
五
二
〇
年
代
に
お
け
る
福
音
主
義
の
活

性
化
を
経
て
、
新
教
徒
と
旧
教
徒
の
対
立
が
進
行
し
て
い
た
。
一
五
三
四
年
一

〇
月
、
王
国
内
の
各
都
市
、
お
よ
び
王
妃
が
滞
在
し
て
い
た
ア
ン
ボ
ワ
ー
ズ
城

へ
カ
ト
リ
ッ
ク
批
判
の
檄
文
が
貼
り
だ
さ
れ
た
こ
と
で
、
国
王
の
新
教
徒
へ
の

過
激
な
弾
圧
が
始
ま
る
。
翌
年
一
月
一
三
日
、
国
王
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
出
版
を
禁
止
し
た
。
二
月
二
三
日
に
王
は
こ
の
命
令
を
撤
回
し
、
王
権

の
保
証
を
受
け
た
業
者
の
み
に
印
刷
を
許
す
体
制
を
創
る
こ
と
を
構
想
し
た
。

そ
れ
は
高
等
法
院
に
二
四
人
の
印
刷
業
者
を
挙
げ
さ
せ
、
そ
の
な
か
か
ら
王
の

選
出
し
た
一
二
人
に
の
み
パ
リ
で
の
活
動
を
許
可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）

86
（

。

結
局
の
と
こ
ろ
、
印
刷
業
者
の
候
補
を
選
ぶ
段
階
で
こ
の
構
想
は
停
止
さ
れ
、

新
し
い
出
版
監
視
体
制
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
書
物
の
流
通
経
路
に
干
渉
し
、

掌
握
を
試
み
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
出
版
統
制
が
法
制
化
さ
れ
る
に
は
、

一
五
三
七
年
の
納
本
制
度
の
成
立
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

納
本
制
度
は
、
書
物
の
言
語
、
古
典
作
品
・
同
時
代
作
品
の
区
別
、
字
体
の

種
類
や
注
釈
・
校
正
の
有
無
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
書
物
に
対
し
、
販
売
の
前

の
納
本
を
義
務
付
け
た
。
提
出
さ
れ
た
本
は
、
王
の
側
近
で
あ
り
ブ
ロ
ワ
城
の

王
立
図
書
館
長
の
メ
ラ
ン
・
ド
・
サ
ン
＝
ジ
ュ
レM

ellin de Saint-G
elais

が

確
認
す
る
。
特
に
外
国
で
印
刷
さ
れ
た
書
物
は
そ
の
旨
を
報
告
し
た
上
で
納
本

す
る
よ
う
厳
命
し
た
。

　

大
学
が
納
本
制
度
の
史
料
上
に
登
場
す
る
の
は
、「
今
後
そ
の
地
で
当
該
任

務
お
よ
び
保
護
を
持
つ
で
あ
ろ
う
他
の
人
物
、
な
い
し
こ
の
目
的
で
余
の
王
国
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の
良
き
都
市
、
大
学
の
各
々
に
有
し
て
い
る
そ
の
代
理
お
よ
び
使
者）

87
（

」
が
王
立

図
書
館
長
ジ
ュ
レ
の
代
理
と
な
る
、
と
規
定
す
る
部
分
の
み
で
あ
っ
た
。

　

出
版
統
制
の
強
化
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
。
シ
ャ
ル
ル
九
世
は
印

刷
許
可
の
決
定
権
が
王
権
に
あ
る
と
明
確
に
示
し
、
一
七
世
紀
に
は
大
学
宣
誓

書
籍
商
の
特
権
が
パ
リ
の
書
籍
商
全
体
に
認
め
ら
れ
て
パ
リ
大
学
の
書
物
世
界

に
お
け
る
権
威
は
瓦
解
す
る
の
で
あ
る）

88
（

。

お
わ
り
に

　

パ
リ
大
学
が
有
し
た
最
大
の
特
権
で
あ
る
特
別
受
審
権
は
、
大
学
の
自
治
に

不
可
欠
な
権
利
で
あ
っ
た
。
大
学
が
近
隣
の
司
教
の
な
か
か
ら
特
権
の
保
護
者

で
あ
る
裁
判
官
を
選
出
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
教
会
裁
判
権
の
保
護
を
受
け
つ
つ
、

教
皇
の
支
配
か
ら
離
れ
た
自
律
的
な
組
織
で
あ
ろ
う
と
努
め
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
百
年
戦
争
終
結
後
、
パ
リ
大
学
は
高
等
法
院
へ
付
託
さ
れ
、
王
権
に

よ
る
秩
序
化
が
図
ら
れ
た
。
他
方
で
王
権
は
、
特
別
受
審
権
に
手
を
加
え
な
が

ら
も
そ
の
特
権
を
大
学
に
認
め
続
け
た
。「
王
の
長
女
」
と
も
呼
ば
れ
る
パ
リ

大
学
は
、
王
国
の
領
域
が
拡
大
し
て
い
く
さ
な
か
に
、
王
の
聖
性
を
演
出
す
る

に
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
で
は
義
務
免
除
の
権
利
を
検
討
し
た
。
一
六
世
紀
に
は
イ
タ
リ
ア
戦

争
を
背
景
と
し
た
臨
時
徴
税
に
、
都
市
と
パ
リ
大
学
の
間
で
徴
収
を
め
ぐ
る
紛

争
が
発
生
し
た
。
両
者
の
争
い
に
な
る
と
、
大
学
は
王
に
特
権
の
確
認
を
申
請

す
る
。
王
権
に
お
け
る
パ
リ
大
学
の
特
権
保
護
者
は
パ
リ
奉
行
で
あ
り
、
シ
ャ

ト
レ
裁
判
所
は
同
業
組
合
の
規
約
を
管
理
す
る
の
と
同
様
、
パ
リ
大
学
に
つ
い

て
も
そ
の
特
権
を
管
理
し
た
。

　

税
と
夜
回
り
の
免
除
は
都
市
お
よ
び
王
権
に
と
っ
て
、
財
政
難
、
そ
し
て
メ

テ
ィ
エ
の
夜
回
り
の
機
能
不
全
と
い
う
状
況
の
な
か
で
不
都
合
な
も
の
と
し
て

映
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
パ
リ
大
学
が
特
権
を
享
受
す
る
こ
と
に
関
し

て
は
、
で
き
る
だ
け
問
題
を
回
避
す
る
よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
大
学

の
特
権
的
地
位
は
、
相
対
的
に
上
昇
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

　

第
三
章
で
は
書
物
と
パ
リ
大
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
。
中
世
パ
リ
に

お
い
て
羊
皮
紙
と
本
の
監
督
役
を
引
き
受
け
て
い
た
パ
リ
大
学
は
、
一
六
世
紀

に
始
ま
っ
た
書
物
の
検
閲
に
お
い
て
も
そ
の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ソ

ワ
一
世
が
検
閲
を
法
制
化
し
た
当
初
、
出
版
統
制
は
王
権
が
一
元
的
に
行
う
も

の
で
は
な
く
、
パ
リ
大
学
の
見
解
を
王
権
が
承
認
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
制
度

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
検
閲
を
め
ぐ
る
両
者
の
間
の
亀
裂
は
大
き
く
、
つ

い
に
は
納
本
制
度
を
皮
切
り
に
、
王
権
は
官
僚
機
構
に
よ
る
出
版
統
制
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

　

以
上
、
三
つ
の
側
面
か
ら
パ
リ
大
学
の
特
権
を
検
討
し
て
き
た
。

　

教
会
裁
判
権
に
属
し
な
が
ら
も
教
皇
の
影
響
力
を
排
除
し
よ
う
と
努
め
た
パ

リ
大
学
は
、
王
権
と
相
互
に
尊
重
し
合
う
関
係
を
保
っ
て
い
た
が
、
百
年
戦
争

以
後
、
世
俗
公
権
力
の
秩
序
に
組
み
込
ま
れ
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
手
段

も
失
っ
た
。
し
か
し
両
者
が
特
権
を
介
し
て
結
び
つ
く
関
係
は
維
持
さ
れ
て
い

た
。
パ
リ
大
学
の
霊
的
な
威
光
は
、
国
王
の
権
威
を
飾
る
こ
と
と
な
っ
た
。
書

物
の
検
閲
に
関
し
て
は
、
中
世
に
大
学
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
領
域
で
あ

る
た
め
、
大
学
が
諮
問
機
関
と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
治
世
に
お
け
る
パ
リ
大
学
は
、
王
権
に

抵
抗
す
る
力
を
失
っ
て
い
く
が
、
王
権
の
側
も
中
世
に
大
学
の
果
た
し
て
い
た

役
割
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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註
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介
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│
」
江
川

溫
／
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編
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『
西
欧
中
世
史
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│
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史
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│
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史
│
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.D

.

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
著
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
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仁
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 the E
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